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 部 報 第１４２号    

 (公財)全国高体連卓球専門部 

【平成 29 年度 (公財)全国高等学校体育連盟卓球専門部第２回理事会 議事録】 

 
日  時     平成30年3月25日(日) 9:00～11:30 

 会  場     福井県営体育館 会議室     
出 席 者 
 
 
      

後藤 泰之 
安西弥一郎 
丸山 茂樹 
藤井  健 
塩見 卓生 

小坂 信彦 
宮澤 和彦 
千村 正純 
藤崎 武司 
山腰 甚一 

稲垣  裕 
武田 和久 
田中 正一 
藤村 明弘 
川村 光男 

平松 正尚 
宗片 信一 
谷口 史子 
塚田 博文 
鈴木 淳子 

坂部 忠彦 
蓑島 尚信 
加藤 慎一 
岸  卓臣 
 

堀内 安宏 
村尾 直之 
島富 義之 
植木  大 
（２８名） 

 

１ あいさつ  (公財)全国高等学校体育連盟卓球専門部長         後藤 泰之 

        福井県高等学校体育連盟卓球専門部長           平松 正尚 

 

２ 協議事項 

 第１号議案 平成29年度決算 について            丸山 事務局員 

 (資料説明) 
・今年度の登録人数が73,613人である。約3,000人増えている。 
収入の部 
・選抜大会の補助金と協賛金の項目を入れ替えている。 
・積立金がH28年度100万円・H29年度200万円。 
支出の部 
・選抜大会の補助金を195万円にアップしている。 
・印刷製本費の支出(競技普及事業)を抑えることができた。 
・強化事業、国際交流も支出を抑えている。 
・繰越金が約900万円になる予定。（インターハイ積立金をのぞく） 
・繰越金を多くし、H32インターハイ、H33インターハイ記念大会に向けて準備している。 
※承認 

 第２号議案 平成30年度事業計画 について 

ア 平成30年度全国高校総体・第87回全国高校選手権大会（愛知県・豊田市） 

①実行委員会より 川村 開催地理事 

 実施要項(資料説明) 
・協賛にKDDIが加わった。 
・卓球台は既存のニッタクの台を利用する。 
・平成30年8月2日(木)16時00分～公開抽選会 
・平成30年8月3日(金)～8月8日(水)スカイホール豊田（豊田市総合体育館） 
・開会式は8月3日(金)16時00分～スカイホール豊田 
・諸会議は8月3日(金) 8:30～全国理事会 12:30～全国評議員会 14:30～監督会議 
 会場はスカイホール豊田（理事会・評議員会は大会議室、監督会議はサブホール） 
・プロ編成会議は豊田スタジアムで行う。 
・タイムテーブルを確認。地元と連絡を取りながら最終案を出す。 
・要項の申込方法を変更する。 
※承認 

 ②連続・通算表彰関係について 川村  事務局員 

 ・対象校は別表の通り。 
※承認 

③大会役員・競技役員編成について  安西  理事長 

 ・大会役員・競技役員は、別表の通り。 
・H32インターハイ開催地の委員長に役員理事をお願いする。 
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※承認 

イ 平成30年度 第46回全国高校選抜大会（福岡県・北九州市） 藤村 開催地理事 

 実施要項(資料説明) 
・平成31年3月25日(月)～28日(木) 
・会場は平成25年度インターハイ会場の北九州市立総合体育館 
・3/24(日)にバレーボールの西日本大会がある。午前中は利用できない。 
 13:00～受付 14:00～練習開始は変更しない。12:00～練習会場準備、公開抽選準備をする。 
・3/29～31の春季合宿は小倉北体育館を押さえている。 
※承認 

 第３号議案 平成29年度予算（案）について            丸山 事務局員 

 (資料説明) 
収入の部 
・日卓協登録71,000人で算出している。 
・前年度とほぼ同じ 
支出の部 
・選抜補助を増額している。 
・国際交流事業を増額。 
・競技普及でノートパソコンを購入予定。 
・表彰で修繕費を入れている。 
・積立金はインターハイ補助として100万円。 
・平成30年度より90周年記念事業の積立を50万円ずつ行う。 
・平成30年度終了時までの総額は合計450万円になる。 
※承認 

 第４号議案 委員会・事務局提案について 

ア 強化委員会  

①平成29年度強化報告・平成30年度強化計画（案） 宗片  副理事長  

 (資料説明) 
・ゴールデンラケット大会は未定。 
・日韓ジュニア（韓国開催）は韓国から9/8(土)～13(木)で打診があった。 
・諸手続きが可能か判断をして回答する。 
※承認 

②平成29年度全国高校選抜春季合宿（案） 宗片  副理事長 

 実施要項(資料説明) 
・平成30年3月28日(水)～31日(土)福井県営体育館 
・参加選手は、男女各24名。 
※承認 

③平成30年度日学連・高体連合同合宿（案） 宗片  副理事長 

 ・平成30年4月12日(木)～14日(土)JFE千葉体育館 
・いつもより１日早い。体育館の関係。 
・内容は例年通り。 

 ※承認 

④平成30年度全国高校選抜新人合宿（案） 宗片 副理事長 

 ・平成30年11月30日(金)～12月2日(日) スカイホール豊田 
※承認 

⑤平成29年度強化委員会予算（案） 宗片 副理事長 

 
・例年通りの支出をお願いしたい。 
※承認 

 ⑥強化委員会提案 宗片 副理事長 

 
１ 新しい海外遠征について 
 遠征先  ヨーロッパを中心 
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 代表選手 男女各２名 
 監督   日本卓球協会スタッフと調整予定。 
 選手選考 タイジュニアで上位の戦績の選手を選考。 
 予算   100万円（自己負担15万円程度）。 
２ ITTFトレーニングキャンプについて 
 情報提供の対象や方法について強化委員会で考える。 
※承認 

イ 競技運営委員会  

①規約規定の改訂（案） 武田 副理事長 

 ・「地区」を「ブロック」に変更。 
・開催基準規定を変更 

インターハイの座席数を2,000以上に変更。 
インターハイの宿泊施設は1,300名以上の収容に変更。 
インターハイ競技役員は200～250名に変更。 
インターハイ補助員は300～350に変更。 
選抜大会の座席数を2,000以上に変更。 
選抜大会の宿泊施設は1,300名以上の収容に変更。 
選抜大会の競技役員は80～100名に変更。 
選抜大会の補助員は150～200名に変更。 

・会計規定(別添)の別表について丸山事務局員が説明。 
・表彰規定で３年連続優勝監督は実際にしていないので削除。 
※承認 

ウ 総務委員会 

①全国高体連物品販売について 丸山 事務局員 

 ・カンコー学生服から物品販売の提案があった。卓球専門部としてはお断りする。 

②全国高体連卓球専門部ネクタイ変更について 丸山 事務局員 

 ・新しいデザインで作成する。女性はスカーフまたはコサージュで。 

③平成30年度全国大会（IH・選抜）出場枠（案） 川村 事務局員 

 
(資料説明) 
・平成31年度インターハイ・選抜参加定数の確認。 
・平成29年度8月の高体連加盟数と平成30年1月31日現在の日卓加盟数資料を参考。 

 

 
④株式会社ミニミニとの広告契約について 川村 事務局員 

 
(資料説明) 
※承認 

⑤全国高校選手権90回記念大会について 加藤 事務局員 

 (資料説明) 
※承認 

第５号議案 平成29年度第２回理事会検討事項 安西 理事長 

(1) 平成32年度インターハイ開催について 

 ・特例として来年度8月から開催理事に選任したい。 
※承認 

(2) 全国高体連への90周年行事に関する文書提出について 

 ・申請の必要がある。 

(3) 日本卓球協会へのH32年度インターハイ開催費用補助申請書の文書提出について 

 ・100万円程度申請予定。 
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(4) 今後の検討事項 

 Ⅰ 全国高体連関係 
①平成32年度インターハイ開催について 
・経費削減の方法を理事から頂きたい。 
・現在と同じ４日半で行いたい。 
②個人戦の参加枠について 
・継続審議中（全国高体連はシングルス２＋ダブルス２で言ってきている。） 
Ⅱ 専門部関係 
①規約・規定の改定 
・現行 専門部長指名の理事６名以内 １名増員を検討。 
・副部長の任期について。 
Ⅲ その他 
①全国高校選抜大会 後援申請手続き 全国高体連・スポーツ庁 
②Ｔリーグ参加選手への対応について 
・高体連の選手の参加について参加の方向で考えたい。 
・日本卓球協会へは二重登録をＯＫにする。 
・開催時期が高体連の事業と重なった場合の対応について考える必要がある。 
・Ｔリーグの下部組織ができた場合のことも考えていく。 
③日本卓球協会役員改選について 
・理事、評議員、代表者はこの期間に決定する。 
④全日本選手権一般・ジュニアの分離開催について。 
・高体連は反対している。 
⑤専門部役員改選について 
・役員編成について。 
・専門部組織強化について。 
⑥福島総体の総括と役員依頼事項について 
・プログラム編成会議、全国大会期間中の役員の行動について再確認。 
・地元の先生方と連絡を密にとることが必要である。 

３ 報告事項 

（１）（公財）全国高体連関係 （公財）日本卓球協会関係 安西  理事長 

 (資料説明） 
全国高体連 
・運動部活動について 部活動指導員 教職員の働き方改革について。 
日本卓球協会 
・全国大会に参加する選手・監督・コーチは審判資格を有すること。 再検討 

（２）Ｔリーグについて 安西  理事長 

 (資料説明) 

（３）平成30年度ブロック大会開催地予定 川村 事務局員 

 (資料説明) 

（４）全国大会開催地予定 蓑島 事務局長 

 (資料説明) 
・できるだけ早めに埋めていけるようご協力をお願いしたい。 

（５）全国高校総体開催基準要項（改正案）抜粋 蓑島 事務局長 

 (資料説明) 
・部活動指導員の引率について説明。 

（６）「がんばれ★部活」のご紹介について 蓑島 事務局長 

 (資料説明) 
・スポンサーのＪＳコーポレーションより全国大会の予選のデータ提供の依頼あり。 
・各都道府県委員長に協力の依頼を個別にしていく。 

 


